


成果企画展

質屋の記録
～見えてくる昭和初期の暮らし～

2024年2月18日(日)～2月24日(土)

時間：12時～１６時（入場は15時30分まで） 入場：無料
会場：旧伊勢屋質店(菊坂跡見塾)

東京都文京区本郷５丁目９番４号
企画：跡見「学芸員」in菊坂
協力：神奈川大学歴史民俗学科教員・学生有志
問合せ：跡見学園女子大学地域交流センター

03‐3941‐7420

「質屋＝お金に困っている人がお金を借りにくる場所」
質屋にそんな印象を持つ人は多くないでしょうか。
文京区本郷菊坂に現存する旧伊勢屋質店。ここは万延元(1860)年に創業し、昭

和57(1982)年に廃業した質屋でした。旧伊勢屋質店は菊坂の本店の他に柳町支店
という支店を構えていました。
『質物台帳』とは質屋に来た客が預けたものが書いてある帳簿です。旧伊勢屋

質店には柳町支店の戦前から戦後にかけての台帳が未だに残されています。今回、
跡見「学芸員」in菊坂のメンバーと神奈川大学国際日本学部歴史民俗学科の学生
らが「台帳プロジェクト」を立ち上げ、この質物台帳の翻刻と分析を行い、成果
企画展を開催するに至りました。
当時の人々にとって質屋とはどのような場所であったのか。最も多く質入れさ

れていたものは何か。多く質入れされていた着物はどのような色だったのか。質
物台帳の記録を読み解いていくと、当時の人々にとって質屋は身近な「庶民の金
融機関」であったことがわかります。企画展へ足を運び、質屋とはどんな場所で
あったかを展示を見て考えてみませんか？
昭和12年ごろの街の雰囲気や人々の生活の息吹を味わえる企画展となっており

ます。ぜひご来場ください。

＊跡見「学芸員」in菊坂は、跡見学園女子大学の学生たちで結成したグループです。
旧伊勢屋質店（菊坂跡見塾）を拠点として活動しています。

＊この成果企画展は、生涯学習開発財団の研究助成を受けて実施されたものです。

【アクセス】※駐車場はありません。公共交通機関でご来場ください。
都営大江戸線・三田線「春日駅」より徒歩約5分
東京メトロ丸ノ内線・都営大江戸線「本郷三丁目駅」より徒歩約7分
B-ぐるバス⑦「文京小石川クリニック（三田線春日駅）」より徒歩約5分

会期中は、2023年度文の京インタープリター養成講座成
果パネル展も同時開催します。受講生による文京区に関
連する歴史や文化についての研究成果を展示します。ぜ
ひ合わせてご覧ください。


